
 

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

附
則
第
五
条
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

 
 

政
府
は
、
附
則
第
四
条
及
び
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
、
附
則
第
四
条
に
規
定
す
る
土
地
の
土
壌
の
特
定
有
害

物
質
に
よ
る
汚
染
の
状
況
の
把
握
に
関
す
る
方
策
等
に
つ
い
て
、
速
や
か
に
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

第
四
条 

前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
に
規
定
す
る
土
地
（
土
壌
汚
染
状
況
調
査
が
行
わ
れ
て
い
な
い
も
の
に
限

る
。
）
を
新
た
に
特
定
公
共
施
設
等
（
公
園
等
の
公
共
施
設
若
し
く
は
学
校
、
卸
売
市
場
等
の
公
益
的
施
設
又
は
こ
れ
ら
に

準
ず
る
施
設
で
あ
っ
て
、
土
壌
の
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
に
よ
り
人
の
健
康
に
係
る
被
害
が
生
ず
る
こ
と
を
防
止
す
る

た
め
特
に
配
慮
が
必
要
な
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
次
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
用

附
則
第
三
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。 

附
則
第
四
条
中
「
前
二
条
」
を
「
附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
六
条
と
す
る
。 

附
則
第
五
条
を
附
則
第
七
条
と
す
る
。 

土
壌
汚
染
対
策
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
案
） 

  



 

に
供
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
（
第
一
項
た
だ
し
書
を
除
く
。
）
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
同
項
中
「
当
該
有
害
物
質
使
用
特
定
施
設
を
設
置
し
て
い
た
も
の
又
は
次
項
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
土
地
を
特
定
公

共
施
設
等
（
公
園
等
の
公
共
施
設
若
し
く
は
学
校
、
卸
売
市
場
等
の
公
益
的
施
設
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
施
設
で
あ
っ
て
、

土
壌
の
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
に
よ
り
人
の
健
康
に
係
る
被
害
が
生
ず
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
特
に
配
慮
が
必
要
な

も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
用
に
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
又
は
同
項
」
と
、
同

条
第
二
項
中
「
水
質
汚
濁
防
止
法
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
特
定
施
設
（
有
害
物
質
使
用
特
定
施
設
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）

の
使
用
の
廃
止
の
届
出
を
受
け
た
場
合
そ
の
他
有
害
物
質
使
用
特
定
施
設
の
使
用
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
場
合
」
と

あ
る
の
は
「
附
則
第
五
条
第
一
項
の
調
査
の
結
果
、
前
項
の
土
地
が
附
則
第
四
条
に
規
定
す
る
土
地
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
場
合
」
と
、
「
当
該
有
害
物
質
使
用
特
定
施
設
を
設
置
し
て
い
た
者
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
五
条
第
二
項
の
届
出
を
し

た
者
」
と
、
「
当
該
有
害
物
質
使
用
特
定
施
設
の
使
用
が
廃
止
さ
れ
た
旨
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
土
地
が
附
則
第
四
条
に
規

定
す
る
土
地
で
あ
っ
て
特
定
公
共
施
設
等
の
用
に
供
さ
れ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
旨
」
と
す
る
。 

第
五
条 

前
条
の
場
合
に
お
い
て
、
新
た
に
特
定
公
共
施
設
等
の
用
に
供
し
よ
う
と
す
る
土
地
が
同
条
に
規
定
す
る
土
地
で
あ

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
知
事
が
、
次
項
の
届
出
に
基
づ
き
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
調
査
し
な



２ 
土
壌
汚
染
状
況
調
査
が
行
わ
れ
て
い
な
い
土
地
を
新
た
に
特
定
公
共
施
設
等
の
用
に
供
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
環
境
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
の
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者
は
、
三
月
以
下
の
懲
役
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
す
る
。 

３ 

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
調
査
を
行
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
調
査

の
結
果
を
前
項
の
届
出
を
し
た
者
に
対
し
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

四 

届
出
を
す
る
者
以
外
に
土
地
の
所
有
者
等
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
土
地
の
所
有
者
等
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び

に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

五 

そ
の
他
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項 

三 

特
定
公
共
施
設
等
の
種
類 

一 

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名 

二 

土
地
の
所
在
地 

  



 

５ 

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
に
関
し
、

前
項
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
同
項
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。 

 

附
則
第
三
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
経
過
措
置
）
」
を
付
す
る
。 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

第
二
条 

こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
土
壌
汚
染
対
策
法
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
新
法
第

三
条
（
第
一
項
た
だ
し
書
を
除
く
。
）
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
当
該
土
地
に
つ
い

て
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
土
壌
汚
染
対
策
法
第
三
条
第
一
項
の
環
境
大
臣
が
指
定
す
る
者
に
同
項
の
環
境
省
令
で
定
め

る
方
法
に
よ
り
行
わ
せ
た
調
査
は
、
新
法
第
三
条
第
一
項
の
調
査
と
み
な
す
。 

第
三
条 

前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
て
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。 



  

理 

由 

 

土
壌
汚
染
の
実
情
に
か
ん
が
み
、
土
壌
汚
染
対
策
の
適
確
な
実
施
を
図
る
た
め
、
土
壌
汚
染
対
策
法
の
施
行
前
に
使
用
が
廃

止
さ
れ
た
有
害
物
質
使
用
特
定
施
設
に
係
る
土
地
を
新
た
に
特
定
公
共
施
設
等
の
用
に
供
し
よ
う
と
す
る
場
合
を
土
壌
汚
染
状

況
調
査
の
対
象
と
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
特
定
公
共
施
設
等
の
用
に
供
し
よ
う
と
す
る
土
地
が
土
壌
汚
染
対
策
法
の
施
行
前

に
使
用
が
廃
止
さ
れ
た
有
害
物
質
使
用
特
定
施
設
に
係
る
土
地
で
あ
る
か
ど
う
か
の
調
査
等
に
つ
い
て
定
め
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 

  


